　　　　　　　　　　　

主　　催：公益財団法人　明治安田こころの健康財団
企画講師：川嵜　克哲 先生（学習院大学文学部　教授）　
講座日程：全5回
	回
	開 催 日
	講   義   内   容（予定）
	講師（敬称略）

	１
	9/24(木)
	箱庭療法の具体例と基礎的理論１：さまざまな箱庭の実例を通して箱庭の基礎的な理論と実際を学ぶ
	学習院大学教授
 川嵜　克哲　　

	２
	10/1(木)
	箱庭療法の具体例と基礎的理論２：実際の事例の中で作られた一連の箱庭作品を通して、箱庭の読み方のポイントを習得していきます
	

	３
	10/8(木)
	神経症圏の箱庭：神経症の構造は心理療法におけるオーソドックスとして知っておくべきものと考えています。神経症圏の来談者が作成する箱庭の特徴を「境界」という概念を中心に検討していきます
	

	４
	10/15(木)
	非神経症圏の箱庭：発達障害や精神病圏の来談者が作成する箱庭から、その特徴や治療のあり方を検討していきます
	

	５
	10/22(木)
	事例検討：箱庭の事例を参加者から募集して発表していただき、検討していきます
	


講義時間：木曜日、午後６時３０分～８時（90分）　
受 講 料：１０,０００円（税込み）
定    員：４5名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）
受講対象：心理・福祉・教育の現場に携わっている方、心理・福祉・教育専攻の大学院生、および
ご興味のある方
受講条件：担当講師に氏名・職種などの情報を開示すること
会　  場：明治安田こころの健康財団　講義室
　　　　　　東京都豊島区高田3-19-10　　　ＴＥＬ 03-3986-7021
　　　　　　　　（ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約7分）

こころの臨床・夜間講座５





（講座NO.15155）　   





箱庭療法の基礎と実際








（学習院大学教授　川嵜　克哲）





箱庭療法は、1965年に河合隼雄先生がスイスより日本に導入して以来、広く臨床現場に浸透している心理療法の技法のひとつです。広く浸透しているのは、そのすぐれた有効性が臨床現場で経験的に認められているからですが、それに加えて、この技法が非常にシンプルな構成によっていることもその理由のひとつに挙げられるでしょう。実際、箱庭療法そのものはいたって簡単なことがらから成り立っています。


たくさんのミニチュアの中からいくつかを「選んで」砂の入った「箱」の中に「置く」。ただ、それだけです。どうして、このような単純なことが心理療法としてすぐれた効果をもつのでしょう？　


それは、「選択」するという可能性の中からの現実化、「箱」に象徴される(治療者と来談者の)関係性、「置く」という行為に関連する置いたものの意味の連鎖と縛り合い、これらのことがらが人のこころの動きやその変容のプロセスとしてとても重要な意味をもっているからだと思います。箱庭は、製作者のこころの動きを目の前に現前化し、その変化をうながすといえましょう。


本講座では、具体的な事例を通して、箱庭療法の実践的、および理論的な側面を検討していきたいと思っています。








